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概要




践に移す教育法は皆無に近い。一般的には最寄りの病院へ依頼し， 1 ～ 2週間の校外実習の中で病院栄養士に
よる栄養指導を見学しているのが現状である。
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回 時1:il 内 容 実習項目 週 内 ク^ロ・ 






臨 ROMRチャート2 2 問題抽出，問題リ ス ト，初期計画
糖 尿 病 2 の作成，看設婦と 0入院患者栄旋指専
作成についての解説 のミ ーティング の実際
I l 習
床 月干 ・月旦・ データベースの作成症例② （糖尿病）
2 （情報収集）
3 2 問題抽出，問匙リ ス ト，初期計画 胎tl蔵払i




2 チームミーティング ，' 記録
演 (SOAP) 
医学用語の解説 背 ・透析 〇チャートカンフ ァ5 4 CAPO  2 
習 ［主訴，現病歴，既往歴，1 レンス
家族歴，診療所見など 小児栄淡 3 
＇ ＇ ] 
4 POMRチャートの作成6 4 糖尿病患者のチ ャートを用いて 公衆栄養
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第 1ステ ッブとして，第 1回目に附脱病院で
使用している食生活調査内容の把握を目標に，
学生同士で食生活の調査を行わせた。
次のステ ップとして，第 2から 4回目は，高
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図 3 図 4

























































19 (38 0) 
3 
n=50 
ー音liE角召 27 (54 0) 
期
誤解 4 (8 0) 
臨床実習終了後 正解 18 (35 3) 
生 一部正解 16 (31 4) 
n= 51 J呉 餡 ： 17 (33 3) 
5 基礎浙習終了後 正解 21 (35 6) 
型 n=59 一部正解 32 (54 2) i呉 射 ： 6 (10 2) 
）内は ％
生の解答数を示し た。解答は，正解， 誤解と ス
ペルの間違い，必要内容の半分しか記入で きて
いないなどを一部正解として， 3段階に分類し
た。その結果，正解， 一部正解， 誤解数は， 3 
期生での基礎演習終了後は，それぞれ50名中19
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名 (38.0%), 27名 (54.0%)4名 (8.6%），臨
床実習終了後では， 18名 (35.3%),16名 (31.4
%), 17名 (33.3%）であった。基礎実習終了後

































表4 臨床実習終了後の 「栄養指導」 の理解度 (3期生）
| 
← 疋 義 心がま え
項 目 I 教育 行動 習恨 態度 聞き 医療情 知識 知叫般レベ
動機づけ 指導 変容 づける 服装 上手 報収集 能力
ルに合わ I信頼感
せる
4 I 31 24 3 18 20 16 4 20 I 6 
解答 数 I(8.2) (63.3) (49.0) (6.1) (36. 7) (40.8) (32. 7) (8.2) (40.8) (12.5) 
有効解答者数 49名 （ ）内は％
表 5 印象に残った授業内容
学生区分 多数意見 (5名以上） そ の 他小数意見
・友人の食生活調査を行ったこと 16 ・全体的なとらえかたがわかった 2 
・フローシート，問題リストなどチ ャ＿卜を 13 ・多くの知識が必要である 4 
みることができた ・問題抽出をしたこと 2 
3期生 ・全人的医療についての講義 11 ・チャートが束にな っていたこと 1 
・医学英語が難しかった 11 
・検査データを知っておかねばならない 5 
• 1人の患者に対しデータが多いこと 5 
・級友のグラフによる症例報告 20 ・患者の秘密は外部にもらしてはならない 1 
・問題抽出をしたこと 17 •実際の症例を使 っ ているので緊張感があり 3 
・全人的医療についての講義 16 真剣にとり組めた
・具体的症例に対する感想 10 ・食生活調査を行った 4 
5期生 ・病気と食生活が関連していることに驚いた 8 ・食生活調査をし，問題抽出し，かなり問題 2 
・患者の生活が生々しく伝わってきてこわい 14 
があ ったこと
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